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総人口 108，153人

52，634人
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31，257戸
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新
幹
線
上
田
駅
誘
致

近
隣
町
村
も
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市
民
生
活

の
利
便
、
沿

線

地

域

喜

朗

酬

合

的
均
衡
あ
る
開
発
を
目
指
す
北
陸
新

議

幹

線

の

早

期
建
設
と
、
上
田
駅
誘
致
を

附
和
国
る
た
め
、

市
は
、
北
陸
新
幹
線
上
回

一

駅
誘
致
期
成
同
盟
会
を
近
隣
市
町
村
と

一

設
置
し
、
積
極
的
な
誘
致
運
動
を
進
め

一

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
誘
致
運
動
を
強

一

力
に
催
し
進
め
る
た
め
、
二
月
十
四
日

号

上
回
勤
労
者
悩
祉
セ

ン
タ
ー
に
近
隣
町

日

村

の
謙
一k
、
新
幹
線
対
策
委
員
長
に
出

"''
 

第

席

し
て

い
た
だ
き
、

こ
れ

か
ら
の

誘
致

戸

連
動

けいつ

い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

えつ

。質 そる
の 答 と

閉 ま 11 き
11 ま溜ど

工 で 升 う
事もはす
日 か L、る
数 ま らの
は い なか

まく
何 せ な
日 ん り
<.。 ま

勺す
し、 カf

こ
の
話
し
合
い
で
は

、
上
田
駅
誘
致

に
つ
い
て
は
、
全
町
村
異
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ル

ー
ト

に
つ
い
て
は

立
地
条
件
、
地
下
水
、

つ
ぶ
れ
地
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
問
題
が
あ
る
の
で
、

駅
誘
致

と
は

切
り
離
し
て
考
、え
て
行
く
、
」
と
に

し
、
当
面
、
地
域
住
民
の
意
志
表
示
を

公
に
し
、
陳
情
運
動
を
よ
り
効
果
的
に

進
め
る
た
め

「
上
田
駅
誘
致
に
関
す
る

要
望
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
議
会
で
早

〈
決
議
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た、

新
幹
線
上
田
駅
を
利
用
す
る

と
思
わ
れ
る
近
隣
町
村

へ
北
陸
新
幹
線

上
田
駅
誘
致
期
成
同
盟
会

へ
の

加
入
を

呼
び
か
け
、
誘
致
運
動
の
盛
り
あ
が
り

を
図

っ
て
行
く
方
針
を
決
め
ま
し
た
が

す
で
に
十
二
月
坂
城
町
、

二
月
に
戸
倉

町、

立
科
町

の
加
入
に
よ
り
同
盟
会
も

十

一
市
町
村
を
数
え
、
そ
の
意
義
が
よ

り
大
き
な
も

の
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら

に
群
馬
県
嬬
恋
村
と
も
二
月
十
日

に
懇
談
会
を
も
ち
、

駅
誘
致
の
主
旨

の

了
解
と
村
議
会
な
ど
で
協
力

で
き
る
方

向
で
研
究
す
る
と
の
返
事
を
得
て
い

ま

す
。

こ
の
力
を
さ
ら

に
強

め
る
た
め
、

北
佐
久
郡
北
御
牧
村
な
ど
に
も
協
力
を

呼
び
か
け

て
行
き
ま
す
。

同
盟
会
加
入

の
市
町
村
、
各
団
体
の

十
ヲ
。質

問

1
物
置
な
ど
障
害
物
が
あ
る
場

合
は
、

答

1
障
害
物
を
き
け

て
施
行
し
た
例

足
並
み
を
そ
ろ
え
な
が
ら
、
住
民
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
上
田
市

の
青
年

会
議
所
で
「
北
陸
新
幹
線
早
期
実
現
と

上
田
駅
誘
致
運
動
」
の
P
R
紙
を
近
く

発
行
し
、

加
盟
全
市
町
村
各
戸

へ
配
布

し
、
よ
り

一一
層

「
北
陸
新
幹
線
上
田
駅

誘
致
運
動
」
を
盛
り
あ
げ
て
行
き
ま
す
。

川をきれいに

簡易浄化槽設置に

モデル地区を指定

二補助金増額交付二

市
は

、
稲
の
青
立
ち
な
ど
に
み
ら
れ

る
農
業
用
水
の
汚
れ
、
市
街
地
を
流
れ

る
川

の
悪
臭
な
ど
河
川
の
汚
れ

の
原
因

は
な
に
か
を
調

べ
る
た
め
、
市
内
を
流

れ
る
各
河
川
の
上
流
か
ら
下
流
に
か
け

て
数
か
所
で
水
質
調
査
を
し
た
結
果
、

団
地
な
ど
の
住
宅
密
集
地
を
と
お
る
下

流
ほ
ど

B
O
D
な
ど
汚
れ
を
一不
す
数
値

が
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

(一

例
、
大
屋
堰
の
林
之
郷
部
落
の
上
部

B

O

D
一
・
四
九

P
P
M
、
み
す
ず
台
団
地

下
同
七
・
四
二

P
P
M
と
約
五
倍
)
家

庭
雑
排
水
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と

を
突
き
と
め
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
は

補
助
金
二
千
円
増
額

こ
の
結
果
か
ら
、
五
十
年
以
降
の
新

築
家
屋
に
は
、
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化

槽
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
既
設
家
屋
に
対
し
て
も
家
庭

雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
設
置
補
助
金
等
交

付
要
綱
を
も
、つ
け
て
、
河
川
の
浄
化
を

図

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
要
綱
に
よ
る
補
助
金
は
、
一
戸

ま
た
は
共
同
で
設
置
す
る
場
合
は
、

一

戸
一
万
五
千
円
、
自
治
会
単
位
、
ま
た

不
紹用
介品

の
あ
つ

は
五
十
戸
以
上
の
集
落
で、

そ
の
地
区

の
七

O
%
以
上
が
設
置
を
希
望
す
る
場

合
は
、
モ
テ
ル
地
区
に
指
定
し
て
、
一

戸

一
万
七
千
円
の
補
助
を
し
ま
す
。

市
で
は
、
モ
デ
ル
地
区
指
定
の
要
望

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
を
流
れ
る

主
要
河
川
の
水
質
調
査
や
説
明
会
を
聞

い
て
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い

こ
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
簡
易
浄
化

槽

の
設
置
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
地
区
第

一
号
と
し
て
、

神
川
の

「
み
す
ず
ム
ロ
南
団
地
」

(
約
二

百
戸

)
が
指
定
を
受
け
、
近
い
う
ち
に

浄
化
槽
設
置
の
工
事
を
始
め
る
予
定
で

す
。こ

の
ほ
か
に
新
興
住
宅
団
地
な
ど
の

自
治
会
か
ら
も
要
望
が
で
て
い
ま
す
が

市
で
は
要
望
が
あ
り
次
第
、
簡
易
浄
化

槽
を
設
置
し
て
河
川
の
浄
化
を
図

司
て

い
く
考
え
で
す
。

公
害
の
な
い
、
住
み
よ
い
上
田
市
を

い
つ
ま
で
も
保
つ
た
め
、
既
設
家
屋
簡

易
浄
化
槽
設
置
に
ご
悌
力
く
だ
さ
い
。

強
制
は
せ
ず自

主
的
に

標準型の簡易浄化槽

み
す
ず
台
南
団
地
で

の
説
明
会
で
は

次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問

l
モ
デ
ル
地
区
と
い

う

こ
と
だ

が
強
制
的
に
全
戸
、
簡
易
浄
化
槽
を
つ

け
る

の
か
。

答

l
自
主
的
に
お
願

い
し
て
行
く。

質
問

1
そ
れ
ぞ
れ
溜
升
(
た
め
ま
す

)

か
つ
い
て

い
る
が
簡
易
浄
化
槽
を
つ
け

リ
万
法
な
ど
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
活
用
希
望
者
は
、
そ
の

結
果
を
必
ず

事
務
局

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

皆
さ
ん
の
家
庭
や
事
業

、
ま

J
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力
仁
推
し
進
め
る
た
め
、
二
月
十
四
日

上
岡
勤
労
者
悩
祉
セ
ン
タ
ー
に
近
隣
町

村
の
議
比
、
新
幹
線
対
策
委
員
長
に
出

席
し
干
い
た
た
き
、
ニ
れ
か
ら
の
誘
致

運
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

だ一一甥端緒助 第 738号ー

る
・
と
う
と
eJ

す
る
の
か
.

答

l
溜
升
は
い
ら
な
く
な
り
ま
す
が

そ
の
ま
ま
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

質
問

l
工
事
日
数
は
、
何
日
ぐ
ら
い

カ
答

1
一
軒
、

一
日
ぐ
ら
い
で
で
き
ま

向
で
研
究
す
る
と
の
返
事
を
得
て
い
ま

す
。

こ
の
力
を
さ
ら
に
強
め
る
た
め
、

北
佐
久
郡
北
御
牧
村
な
ど
に
も
協
力
を

呼
び
か
け
て
行
き
ま
す
。

同
盟
会
加
入
の
市
町
村
、
各
団
体
の

十

v
。質

問

l
物
置
な
ど
障
害
物
が
あ
る
場

合
は
、答

1
障
害
物
を
さ
け
て
施
行
し
た
例

が
い
く
つ
も
あ
る
の
で
心
配
あ
り
ま
せ

ん。

む
だ
を
な
く
し

物
を
生
か
す
運
動
実
施

経
済
成
長
が
低
成
長
へ
と
方
向
転
換

し
て
以
来
続
く
、
不
況
、
イ
ン
フ
レ
の

中
で
「
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が

叫
ば
れ
、
石
油
、
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
周
囲

に
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
よ
う
の
運
動

が
推
し
進
め
ら
れ
、
全
国
で
各
種
の
運

動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
昨
年
か
ら
「
上
田
市
資

源
活
用
推
進
本
部
(本
部
長
石
井
市
長
)
」

を
設
け
、
資
源
保
護
意
識
の
高
揚
を
図

り
な
が
ら
、
不
用
品
の
紹
介
、
あ
っ

せ

ん
、
資
源
活
用
広
場
な
ど
の
実
践
運
動

を
展
開
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
資
源
活

用
の
月
間
運
動
を
行

っ
て
い

ま
す
。

今
年
も
、
三
月
十
五
日
か
ら
五
月
十

五
日
ま
で
の
二
か
月
聞
を
「
資
源
活
用

推
進
月
間
」
と
し
て
資
源
活
用
の
啓
発

不
用
品
の
再
活
用
、
再
点
検
な
ど
資
源

を
大
切
に
す
る
運
動
を
行
い
ま
す
。
市
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資
源
活
用
推
進
本
部

民
の
皆
き
ん
も
、
こ
の
期
間
中
に
「
資

源
は
限
り
あ
る
」
を
再
認
識
さ
れ
る
と

と
も
に
、
活
用
で
き
る
資
源
は
お
互
い

に
く
ふ
う
し
再
利
用
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

不
用
品
の

紹
介
・
あ

せ
ん
電
話
で

く:;115

つ
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け
る
の
か
。

答

l
自
主
的
に
お
願
い
し
て
行
く
。

質
問
u
H
そ
れ
ぞ
れ
溜
升
(
た
め
ま
す
)

が
つ
い
て
い
る
が
簡
易
浄
化
糟
を

つ
け

リ
方
法
な
ど
決
め
て
く
だ
さ
い
a

④
活
用
希
望
者
は
、
そ
の
結
果
を
必
ず

事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
家
庭
や
事
業
所
に
、
ま
だ

活
用
で
き
る
品
物
や
人
に
譲
っ
て
も
よ

い
品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
う
し
た

品
物
を
登
録
し
、
再
利
用
を
お
互
い
の

立
場
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
月
間
中

に
引
き
取
ら
れ
な
い
場
合
は
、
五
月
十

五
日
間
に
予
定
し
て
い
る
「
資
源
活
用

広
場
」
で
即
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
資
源
活
用
広
場
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
後
日
の
広
報
「
う
え
だ
」
で
く
わ

し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
お
閉
会
せ
〉

資
源
活
用
推
進
本
部
事
務
局

l
民
生

部
市
民
課
生
活
係
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
二
七
六
有
線
②

O
七

O

二

「中年以後の幸福と健康」講演会

3月8日(火)午後 l時、市民会館

市
は
、
資
源
活
用
推
進
運
動
の
一
環
①
不
用
品
の
あ
る
方
は
、
資
源
活
用
推

と
し
て
、
昨
年
と
同
様
に
不
用
口
聞
の
紹
進
本
部
事
務
局
へ
電
話
な
ど
で
品
名
、

介
、
あ

っ
せ
ん
を
三
月
十
五
日

ωか
ら
規
格
、
程
度
、
希
望
価
格
、
住
所
、
氏

五
月
一
日
出
ま
で
行
い
ま
す
。

名
、
電
話
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
登
録

こ
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん
は
皆
さ
ん
の
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
は
、
三
月
一
日

家
庭
に
あ
る
不
用
品
(
生
鮮
食
品
は
除
か
ら
受
け
つ
け
ま
す
。

く
)
を
対
象
に
、
再
利
用
で
き
る
生
活
②
登
録
さ
れ
た
品
物
は
、
市
役
所
一
階

用
品
を
資
源
活
用
推
進
本
部
事
務
局
(
市
市
民
ホ
ー
ル
へ
掲
示
板
で
紹
介
す
る
と

民
課
生
活
係
)
へ
登
録
し
て
い
た
だ
き
と
も
に
、
電
話
で
の
問
合
せ
に
も
応
じ

希
望
者
か
ら
の
問
合
せ
に
よ
り
あ
っ
せ
ま
す
。

ん
し
て
行
き
ま
す
。

③
活
用
希
望
者
は
、
事
務
局
へ
口
頭
、

ー

不

用

品

の

登

録

か

ら

ま

た

は

電

話

で

申

し

出

て

、

不

用

品

所

眼
渡
ま
で
H
H

有
者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
引
き
取

出

。

の

、

き

積

所

の

面

と

を

に

手

す

住

置

改

に

く

る

文

2
つ

提

い

ど

定

続

面

別

村

の

こ

地

上

本

き

の

ま

一

配

地

ら

て

い

、

、

を

人

の

さ

な

設

手

の

旧

国

ル

る

農

以

謄

続

合

り

一

の

土

が

い

て

書

た

図

レ

、

。

書

だ

転

の

る

地

、

塩

一

一

得

の

積

簿

手

場

な

)

物

、

と

書

し

文

し

置

カ

L

請

く

移

権

な

農

村

中

ア

を

他

面

記

の

る

に

人

建

書

こ

で

有

る

と

位

月

11

申

て

権

借

と

る

尻

旧

日

地

、

限

登

合

す

要

る

、

意

。

の

分

共

き

心

の

4
た

可

し

有

貸

要

い

塩

、

は

農

へ

下

の

場

用

必

け

図

同

書

次

自

、

で

中

い

を

く

許

出

所

貿

必

て

旧

村

域

ぱ

地

の

地

る

転

が

受

面

の

念

、

ず

は

認

を

ら

限

知

の

提

、

、

に

し

、

辺

地

れ

農

記

。

土

す

し

類

り

平

人

の

は

必

き

確

。

地

ぐ

期

承

用

て

権

権

合

有

内

川

の

け

る

上

ん

一

用

波

書

譲

の

る

会

時

を

と

が

い

土

1

出
ご

転

し

作

借

場

所

市

旧

外

な

い

り

せ

一

転

譲

付

り

物

す

治

る

前

る

志

き

る

の

団

司

地

意

小

貸

る

在

旧

、

以

が

て

よ

ま

類

を

を

添

た

建

接

自

す

名

す

意

だ

す

分

の

一

で

農

注

の

用

す

現

、

ル

記

)

し

に

り

書

地

地

の

れ

、

隣

元

を

、

用

の

く

請

万

、

。
書
の

や

に

地

使

を

、

が

一

左

う

有

と

あ

る

農

農

)

次

入

し

、

地

請

。

は

転

人

て

申

5
L
請
す

請

ら

農

、

ど

合

)

ア

、

い

所

こ

係

す

る

る

請

に

買

写

図

、

申

い

人

を

1

申
が
(
権
な
場
む
叩
ル
と
。
在
る
関
付
請
す
)
す
申
合
を
の
内
書
可
き
る
。
地
人
付
は

1
だ

沖

i

得
と
請
作
転
の
含
、
一
一
横
ん
現
れ
、
添
申
有
請
有
条
場
地
図
案
見
許
だ
す
い
農

1
添
図
の
く
刊

L

取
こ
申
小
移
こ
も
は
ア
面
せ
、
入
は
へ
条
所
申
所
五
る
農
公
地
意
の
く
請
さ
有
、
を
内
分
て
罰
と

の
の
可
)
の
の
、
地
域

ω限
ま
し
借
合
書
五
で
条
で
(
す
(
、
現
の
用
て
申
だ
共
人
言
案
万
け
用
日

池

次

許

き

地

権

が

入

地

は

下

き

だ

か

場

請

、

分

四

分

き

請

人

票

、

区

転

し

転

日

農

、

条

続

農

有

す

借

の

域

(

で

た

う

る

申

条

自

(

白

続

申

受

民

図

良

地

意

l

地

月

は

三

手

所

で

(

村

地

積

は

買

な

四

農

注

農

毎

「老人のための明るいまち」モテ、ル都市に指定された初年
度の事業のーっとして 「健康な老後をすごし生きがいを高
めていく」ことをねらいとした講演と映画の会を次により
聞きます。皆さんお誘いあ ってお出かけください。
とき・ところ=3月8日(刈午後 l時か ら市民会館
映画=ー 「老後を働<J r人生百年」
講演=ー「中年以後の幸福と健康」講師=藤森閑ーさ ん

{略歴=北海道大学名誉教授、日本学術会議会員
県総今健康センタ一所長)



四

月

か

ら

〈

提

出

先

き

V

て
お
く
と
保
存
血
液
が
必
要
な
と
き

県

営

水

道

料

金

が

@

可

川

河

内

目

立

1
認
h

i

u

M

K

M吋
れ
れ
口
一
全
国
の
医

ド

フ

〕

/
K
L
R

」

}

線

②

O

七

三

こ

療

機

関

で

通

用

し

ま

す

)

7
2
F一
、

.

〈

V

〈
必
要
書
類
v

献
血
は
、
手
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に

さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
戸
倉
水
道
①
建
設
工
事
参
加
資
格
審
査
申
請
書
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
上

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
(
宮
②
市
税
完
納
証
明
書
③
代
表
者
の
身
元
田
市
に
は
、
「
長
野
県
赤
十
字
血
液
セ

戸

倉

⑤

O

六

三

四

)

証

明

書

④

経

営

事

項

審

査

申

請

書

の

写

ン

タ

l
上
回
出
張
所
」

(中
央
二
丁
目

し
⑤
委
任
状
、
ま
た
は
社
内
規
則
。
上
田
市
医
師
会
館
内
密
@
O
六
五
五
)

l.
漣

設

準

事

入

札

。
日
山

i

が
設
置
さ
れ
、
毎
月
第
一
、
第
三
木
躍

。ー

消

参

加

願

仙

の

提

出

自

の

午

後

一

時

か

ら

三

時

ま

で

行

っ

て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市

関

係

の

建

設

工

事

指

名

競

争

入

札

〈

献

血

で

き

る

人

〉

に

参

加

を

希

望

さ

れ

る

方

は

「

建

設

工

①

満

十

六

歳

以

上

、

満

六

十

五

歳

以

下

事

参

加

資

格

審

査

申

請

」

の

手

続

き

が

の

人

。

必

要

で

す

の

で

、

次

に

よ

り

早

目

に

手

②

体

重

が

男

子

四

五

旬

、

女

子

が

四

O

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
期
限
〉

三
月
三
十
一
日
同
ま
で

だ 昭和52年 3月1日一一一一(4)ーえつー第 738号 (射結極端耳)一一一広報

川
知
営
水
道
料
金
は
、
昨
年
十
二
月
の

県
議
会
で
改
正
さ
れ
、
四
月
分
と
し
て

徴
収
さ
れ
る
料
金
か
ら
改
正
料
金
と
な

リ
ま
す
。
(
県
の
水
道
条
例
に
よ
り
、三

月
中
に
使
用
し
た
料
金
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
)

こ
の
改
正
に
よ
り
、
一
一
般
家
庭
用
(
口

径
日
ミ
リ
)
の
一
か
月
の
料
金
は
、
十

立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
基
本
料
金
が
五

百
七
十
円
か
ら
七
百
九
十
五
円
に
、
超

過
料
金

(
十
立
万
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

一
立
万
メ
ー
ト
ル
当
り
の
単
価
)
が
六

十
円
か
ら
九
十
五
円
に
な
り
ま
す
。

ト
江
表
の
改
正
料
金
表
を
ご
ら
ん
く
だ

金t小川
地

使
夫

の
日表金羽

寸
中宜町・正改道水常

国
網
島

m
，..... 

基 本料金
超過料金

対基本す水る料量金に 量す水る器料に対金 ( 1 mにつき)

※350円 円 円
700 95 

14，00 200 

1，750 230 

2，800 330 

4，200 440 
トー

7，000 1，100 
95 

14，000 1，600 

21，000 1，850 

28，000 2，490 

42，000 3，200 

70，000 4，840 

※印は生活保護世帯及び母子家庭用

専
門
知

身識
にを
つ

|け
ょ
っ

みんなが献血

=献血にご協力ください=

明るい社会

「
健
康
で
明
る
い
社
会
生
活
」
こ
れ
は

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

現
在
の
保
存
血
液
の
状
況
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
か
な
り
良
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
必
要
量
を
完

全
に
補
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

長
野
県
で
は
、
年
間
約
七
万
本
二

本
二
百
∞
)
が
必
要
で

(県
人
口
の
三

・
五
%
)
月
間
五
千
八
百
本
、
一
日
百

六
十
本
を
目
標
に
献
血
計
画
が
立
て
ら

れ
て

い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
、
い
つ
ど
こ
で
災
難

に
合
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
献
血
を
し

長
野
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
、
通
信

訓
練
係
(
長
野
市
吉
田
四

l
二
五

l
一

一
一
、
〒
三
八

0
2
長
野
@
二
九
三
三
)

ま
す
。
取
扱
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す

マ
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に

加
入
き
れ
た
簡
易
保
険
は
、
五
十
一
年

一
月
一
日
か
ら
五
十
三
年
十
二
月
三
十 採血前に行う血液検査(塩田母子健康センターで)

3
月
日
日
の
産
直
は

「
船
凍
イ
カ
」
で
す
。

今
月
の
伝
説

と
ニ
ろ
と
こ
ろ

「
北
向
観
音
」

日
日
午
後
6
時

l
上
回
ケ
ー
ブ
ル

ビ
ジ
ョ
ン

初
日

l
市
内
三
有
線
放
送

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
一
O
期
分

納
税
は
年
度
内
(
三
月
)
に
完
納

l
)
宇
ナ
し
ょ
、つ。

O
市
内
中
学
生
入
選
標
語

税
金
で
住
み
よ
い
上
田
市

み
ん
な
の
願
い

岡
以
上
の
人
。

③
血
液
の
比
重
が
一
・
O
五
二
以
上
の

人。〈
献
血
で
き
な
い
人
〉

①
妊
娠
し
て
い
る
人
。
ま
た
は
過
去
六

か
月
以
内
に
妊
娠
し
て
い
た
人
。

②
採
血
か
ら
一
か
月
を
過
ぎ
て
い
な
い

人。③
最
高
血
圧
が
一

o
o
m
(水
銀
圧
)

以
下
の
人
。

〈
お
閉
会
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
課
保
健
係
(
含
@

四
一

O
O
内
線
二
八
八
)

ご

寄

付

お

札

マ
町
田
喜
久
様
(
松
本
市
)
日
本
画

「
戸
隠
高
原
」
三
十
号
一
一
閥
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
。
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-
五
%
)
月
間
五
千
八
百
本
、
一
日
百

六
十
本
を
目
標
に
献
血
計
画
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
も
、
い
つ
ど
こ
で
災
雑

に
合
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
献
血
を
し

金 時出 消ま れ ニヨ11

を金に減だた昭 ー と室長 、練長

加(よし解簡和 e .2出 〒係野
え保りて約易二 。 期 三 ( 総

た険契いし保十 簡 が 八長 合

空全?とごき塁 {呆実 =15 
を配終簡な、五 特隠さ 長 吉職

お当了易い満月 測 定 野 田 業
支金き保な期以 … 日 @ 四訓
払にせ険どが前 07;.:" :::::::::::;\;;: ;:~ 二 |練
い特、は、すに 時 る。 九二校
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…

と

J
Z
J
M

今
、
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
あ
な
自
動
車
を
道
路
の
左
端
に
と
め
よ
一

一

4

k

l

l

一

一

た

は

ど

う

し

ま

す

か

。
あ
わ
て
ず
落
ギ
」
は
つ
け
た
ま
ま
に
し
て
お
く
。

報

…

」

ζ

士
j

y

?

ミ

一

J
J

一
cd

、

ち

着

い

て

避

難

で

き

ま

す

か

。

地

震

⑦

確

実

な

情

報

(

ラ

ジ

オ

、

テ

レ

U

ゴ

さ

う

討

が

お

き

た

と

き

の

心

得

と

し

て

ふ

ビ

な

ど

)

に

従

い

余

震

に

恐

れ

ず

一

一

一

レ

一

.

ル

』

て

M

だ
ん
か
ら
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
デ
?
に
迷
わ
な
い
。

一

一
…

l

J

+が
い

話

ょ

う

。

⑧
秩
序
を
守
り
衛
生
に
注
意
、
ゎ
…

一
↑

F
ノ

ι
L

つ

で

「

グ

ラ

ツ」

と

き

た

ら

れ

が

ち

の

行

動

は

混

乱

の

も

と

。

一

…

-

刊

ん

た

に

族

①

あ

わ

て

て

外

へ

と

び

出

き

ず

、

日

頃

の

用

意

が

大

切

で

す

日了一
FJ
作

品

爆

家

丈

夫

な

家

具

な

ど

に

身

を

寄

せ

る

。

以

上

の

点

を

心

が

け

る

と

と

も

に

一

月

一

P
ノ

一

〉

封

②

一
分
す
ぎ
た
ら
ま
ず
安
、ぃ
。

不
患
の
地
震
に
備
、ぇ
次
の
も
の
を
用

ご

わ

い

茂

一

③

な

に

よ

り

も

ま

ず

に

始

末

意

し

て

お

き

ま

し

ょ

、

。

年
・

.
4

っ

一

を

す

る

。

「

ト

ラ

ン

ジ

ス

タ

ー

ラ

ジ

オ

-

「

懐

一

間
…
松
代
の
ひ
ん
発
地
震
が
治
ま
り
、
④
避
難
は
徒
歩
で
、
自
動
車
は
使
中
電
灯
」
「
非
常
用
食
糧
」
「
飲
み
!
一

刊

一

身

近

な

地

震

き

わ

ぎ

は

遠

の

い

た

感

わ

な

い

。

「

医

薬

品

L

「

貴

重

品

」

一

一
…
じ
で
す
が
、
最
近
、
東
海
地
方
で
の
地
⑤
狭
い
路
地
、
へ
い
の
わ
き
、
が
ま
た
、
家
族
み
ん
な
で
避
難
方
法
…

一

…

震

発

生

説

が

科

学

者

の

聞

で

も

議

論

け

っ

ぷ

ち

は

さ

け

る

。

や

避

難

場

所

な

ど

を

話

し

合

っ

て

お

一

刊
(
さ
れ
は
な
話
題
に
な
っ
て
…
げ
す
。
・
・
⑥
河
川
車
に
乗
っ
て
い
た
場
合
は
き
ま
し
ょ
っ
。

…

専
門
知
識
を

身
に
つ
け
よ
う

〔
通
信
制
技
能
訓
練
生
募
集
〕

容
d

勾，.
抗一

生
産
現
場
で
働
き
な
が
ら
、
技
能
の

一
向
上
と
専
門
知
識
を
身
に

つ
け
よ
う
と

却
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、

職
業
訓
練
法

械
に
基
づ
く
、
通
信
制
の
二
級
技
能
士
訓

瀦
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

使

募

集

職

種

は

、

機

械

全

般

、

時

計

修

一

理

、
鋳
物
、
木
型
、

板
金
、
電
気
メ

ツ

一

キ

、
家
具
木
工
、
建
具
、
洋
服
、
横
あ

だ
み
メ
リ
ヤ
ス
、
配
管
、
建
築
、
左
官
、

ブ
ロ

ッ
ク
建
築
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
な

ど
で
す
。

受
講
料
は
、
五
千
円
(
教
科
書
、
指

導
書
、
添
削
指
導
、
面
接
指
導
)
で
、

一
か
年
で
修
了
で
き
ま
す
。

修
了
者
に
は
、
受
講
職
種
の
二
級
技

能
検
定
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
は
、
随
時
受
付
て
い
ま
す
。

〈
申
込
先
・
お
問
合
せ
〉

えつ

ま
す
。
取
扱
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す

マ
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に

加
入
さ
れ
た
簡
易
保
険
は
、
五
十
一
年

一
月
一

日
か
ら
五
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
出
て
く
だ
さ
い
。

マ
昭
和
十
六
年
四
月
以
後
に
加
入
さ
れ

た
簡
易
保
険
は
、
五
十
一
年
七
月
一
日

か
ら
五
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
申

出
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
書
を
確
認
し
て
、
な
る
べ
く

早
目
に
郵
便
局
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

上
回
郵
便
局
保
険
課
(
宮
@
O
四
九

九
)勤

労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
次
に
よ

り
、
料
理
・
着
付
教
室
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
者
は
、
必
ず
来
館
し
て

三
月
十
五
日
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

八
料
理
教
室
〉

期
間

l
四
月

1
九
月
ま
で
の
六
か
月
間

定
貝
H

火
曜
・
水
曜
コ

l
ス
と
も
初
名

受
講
料

l
一
千
五
百
円

〈
着
付
教
室
〉

期
間

1
四
月

i
五
月
ま
で
の
二
か
月
間

定
員

l
水
曜
・
木
曜
コ

l
ス
と
も
ロ
名

受
講
料

1
一
千
円

〈
お
問
合
せ
V

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
(
宮
@

七
一
一
七
)

o
o
m
(水
銀
圧
)

以
下
の
人
。

〈
お
閉
会
せ
〉

民
生
部
保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@

四
一

O
O
内
線
二
八
八
)

叫

-
g同
品
刊
公
U
V

制
作

マ
町
田
喜
久
様

(
松
本
市
)

日
本
画

「
戸
隠
高
原
」
三
十
号
一
面
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

。

マ
坂
本
洋
行
様
(
中
之
条
)
、
レ
コ
ー

ド
十
枚
、
下
之
条
保
育
園
へ
。

マ
森
一
夫
様
(
常
磐
城
)
、
こ
た
つ

用
掛
ふ
と
ん
一
式
、
と
き
わ
保
育
園
ヘ

マ
宮
崎
善
次
郎
様
(
小
泉
)
、
玉
入
れ

競
技
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
小
泉
保
育
園
ヘ

マ
竹
内
晴
男
様
(
小
泉
)
、
汽
車
「

D

日
く
ん
」
二
個
、
小
泉
保
育
園
ヘ

マ
小
泉
保
育
園
保
護
者
会
様
、
天
井
扇

二
個
、
壁
掛
扇
一
個
、
小
泉
保
育
園
ヘ

マ
笠
原
藤
治
様
(
浦
野
)
、
横
断
歩
道

用
手
旗
八
十
本
、
浦
里
小
学
校
児
童
の

交
通
安
全
用
と
し
て
。

マ
五
十
一
年
度
料
理
教
室
前
期
生
一
同

様
、
電
子
時
計
一
台
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
へ

マ
樋
口
規
雄
様
(
神
畑
)
、
池
沼
二
八

.
町
、
防
火
貯
水
槽
敷
地
と
し
て
。

マ
松
井
民
雄
様
(
神
畑
)
、
池
沼
四
九

ぽ
、
防
火
貯
水
槽
敷
地
と
し
て

マ
石
井
秀
雄
様
(
小
泉
)
、
池
沼
田
六

.町
、
防
火
貯
水
槽
敷
地
と
し
て

マ
石
井
波
様
(
小
泉
)
、
池
沼
一

0

.町
、
防
火
貯
水
精
敷
地
と
し
て
。

マ
石
井
賢
二
様
(
小
泉
)
池
沼
三
一

耐
防
火
貯
水
槽
敷
地
と
し
て

マ
上
野
日
出
雄
様
(
小
泉
)
、
池
沼
三

田
川
、
防
火
貯
水
槽
敷
地
と
し
て

以
上
の
皆
き
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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全事務組合が
黒字決算

HZ瀕廃問類度一部義務組合数算の緩義

えつ報広B
可

胞
側縦昭

和
昭
和
五
十
年
度
、
上
小
地
滅
広
域
行

一
政
事
務
組
合
、
上
小
衛
生
施
設
組
合
、

一
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

一
大
星
斎
場
組
合
、
上
田
市
外
八
か
町
村

一
病
院
組
合
の
各
決
算
が
叩
月
の
定
例
組

号

合
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ

刊

の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。
(
⑧
決
算
額

第
は
、
千
円
以
下
切
り
捨
て
、
グ
ラ
フ
、

-

表

は

、
万
円
以
下
切
り
捨
て
)

大

星

斎

場

組

合

犬
星
斎
場
組
合
は
、
殺
人
総
額
一
千

九
百
三
十
万
七
千
円
、
歳
出
総
額
一
千

上
小
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
は
、

歳
入
総
額
四
億
九
千
四
百
二
十
五
万
八

千
円
、
歳
出
総
額
四
億
八
千
百
三
十
一

万
二
千
円
、
差
し
引
き
一
千
二
百
九
十

四
万
六
千
円
の
黒
字
決
算
で
終
了
し
ま

員オ

産

し
た
。

歳
入
は
、
こ
の
組
合
を
組
織
し
て
い

る
上
小
地
域
の
市
町
村
か
ら
の
分
担
金

が
九
二
・
九
%
で
第
一
位
を
占
め
、
つ

い
で
地
方
債
、
繰
越
金
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
消
防
費
が
九

五
・
七
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い
で
公

債
費
、
総
務
費
の
順
で
す
。

表
(
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

二
、
二
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル

建

物

地
方
債
現
在
高
(
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

区

分

差

引

現

在

高

昭
和
日
年

3
月
末
日
ま
で
の
償
還
額

昭

和

印

年

3
月

末

現

在

高

上小地域広域行政事務組合

決算の状況
(単位万向)

歳入総額 織出総額
4憶9，425万円(100%) 4憶8，131万円(1∞%)

1000万円担。万円

歳入

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
斎
場
費
が
六

0
・
七
%
を
占
め
第

一
位
、
つ
い
で
公

41:章5，957万円(92.9%)骨担 金

金

額

一
億
一
四
O
六
万
円

二
六
九
万
円

一
億
一
六
七
五
万
円

(担会費)

ー社(射す空益

(総務費)

(公償責)

(消防費)

1，170万円(2.4%)

970万円(2.0%)

地方債

緑越 金

償
費
、
総
務
費
の
順
で
す
。

地

方

債

現

在

高

(
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

上
小
衛
生
施
設
組
合

上
小
衛
生
施
設
組
合
は
、
歳
入
総
額

一
億
五
千
三
万
九
千
円
、
歳
出
総
額
一

億
四
千
百
九
十
六
万
二
千
円
、
差
し
引

き
八
百
七
万
七
千
円
の
黒
字
決
算
で
終

了
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
こ
の
組
合
を

組
織
し
て
い
る
上
小
地
域
の
市
町
村
か

ら
の
分
担
金
が
五
六
・
O
%
を
占
め
第

一
位
、
つ
い
で
下
水
道
維
持
管
理
由
賓
と

し
て
の
上
田
市
支
出
金
二
八
・
八
%
、

業
者
の
投
入
手
数
料
な
ど
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
処
理
場
維
持

な
ど
の
現
業
費
が
八
一
・
九
%
を
占
め

第
一
位
、
つ
い
で
総
務
費
、
公
償
費
の

順
で
す
。

員才

産

表
(
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

土建

地物

一
、
六
五

0
平
方
メ
ー
ト
ル

ハ
、
六
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル

地

方

債

現

在

高

(
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

区

分

金

差

引

現

在

高

一

億

昭
和
日
年

3
月
末
日
ま
で
の
償
還
額

昭

和

印

年

3

月

末

現

在

額

七
五
万
円

八
二
二
万
円

八
九
七
万
円

歳出
500万円

上小衛生施設組合決算の状況
(単位万円)

1000万円

{意

10凹万円

.会費

総務費

公償責

処理喝費

歳出

歳入総額 銀出総額
11意5，003万円(1∞%) 11章4，196万円(100%)

8，407万円(56.0%)

4，320万円(28.8%)

抽0万円

500万円

1000万円

歳入

骨担金
およ び
負担金

市支出金

使用料
および

手数料

線越金

上
田
市
真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
上
田
市
、
奥

田
町
の
分
担
金
が
九
一
・
五
%
を
占
め

第
一
位
、
つ
い
で
焼
却
手
数
料
、
諸
収

入
の
順
で
す
。

上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組



一第 738 号.

A
ロ
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ

の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

(
@
決
算
額

は
、
千
円
以
下
切
り
捨
て
、
グ
ラ
フ
、

設
は
、
万
円
以
下
切
り
捨
て
)

寄
dm

大
以
斎
場
組
合
は
、
殺
人
総
額
一
千

第

九

百

三
十
万
七
千
円
、
歳
出
総
額
一
千

一

八
百
七
万
三
千
円
、
差
し
引
き
百
二
十

一

三
万
四
千
円
の
黒
字
決
算
で
終
了
し
ま

一

し

た
。

一

歳

入

の
主
な
も
の
は
、
こ
の
組
合
を

鈎
組
織
し
て
い
る
上
田
市
、
東
部
町
、
真

問
削
田
町
、
青
木
村
か
ら
の
分
担
金
が
七
六

議
・
一
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い
で
使
用

耐
問
、
u

川
明
料
、
繰
越
金
の
順
で
す
。

だ

大

星

斎

場

組

企』
回

財

産

表

(
日
年

3
月
白
日
現
在

え

七、

O
四
二
百

七
七
九
肘

つー皿(7)一一一一昭和52年 3月1日 広報

上
田
市
外
八
か
町
村

病
院
組
合

上
回
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
は
、

歳
入
総
額
二
千
二
百
二
十
八
万
八
千
円

歳
出
総
額
一
千
九
百
三
十
一
万
八
千
円

差
し
引
き
二
百
九
十
七
万
円
の
黒
字
決

算
で
終
了
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
こ
の
組
合
を

組
織
し
て
い
る
市
町
村
か
ら
の
分
担
金

が
八
七
・
九
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い

で
県
支
出
金
、
繰
越
金
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
衛
生
費
が
九

五
・
二
%
を
占
め
第
一
位
、
つ
い
で
公

債
費
、
総
務
費
の
順
で
す
。

銭入

歳
出
の
主
む
も
の
は
、
斎
場
費
が
六

0
・
七
%
を
占
め
第

一
位
、
つ
い
で
公

償
費
、
総
務
費
の
順
で
す
。

地

方

債

現

在

高

(五
十

一
年
三
月
三
十

一
日
現
在
)

区

分

金

額

差

引

現

在

高

一

、

四

三

七

万

円

昭
和
日
年

3
月

末

日

ま

で

の

償

還

額

二

二

二

万

円

昭

和

印

年

3
月

末

現

在

高

一

、
六
五
九
万
円

大星斎場組合

決算の状況
(単位万円)
一一ー-，ー

叩0万円 1000万円 15凹万円

使用料

分 担 金

その他

員オ

表

(
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

産
建土

地 地

四
、
三

O
三
・
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル

一
二
、

O
七
・
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル

地
方
債
現
在
高

一

区

分

一

差

引

現

在

高

一

昭

和

日

年

3
月
末
日
ま
で
の
償
還
額

一

昭

和

印

年

3

月

末

現

在

高

況
型
司

犬

汚
戸
閉

す
の
そ
5

1

(
 

附
噂

M
出

ー、l
ψ
者
肌

d
u

院

『
円
病

田上

(
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

金

額二
四
三
万
円

一
九
万
円

二
六
二
万
円

介担金
および
負担金

県支出金

繰越金

衛生費

上
田
市
真
田
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
上
田
市
、
真

田
町
の
分
担
金
が
九
一
・
五
%
を
占
め

第
一
位
、
つ
い
で
焼
却
手
数
料
、
諸
収

入
の
順
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
焼
却
処
理
な

ど
の
現
業
費
が
六
二
・
一
%
を
占
め
第

一
位
、
つ
い
で
公
償
費
、
総
務
費
の
順

で
す
。

上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組

合
は
、
歳
入
総
額
七
千
二
百
二
十
五
万

三
千
円
、
歳
出
総
額
六
千
四
百
八
十
八

万
一
千
円
、
差
し
引
き
七
百
三
十
七
万

二
千
円
の
黒
字
決
算
で
終
了
し
ま
し
た
。

財

表
(
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
)

産建土

物地

四
、
五
二
三
平
方
メ
ー
ト
ル

一
、
四
二
ニ
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

地
方
債
現
在
高
(
五
十
二
ヰ
三
月
三
十
一
日
現
在
)金

額

七

、

三

二

六

万

円

一

一

、

四

二

三

万

円

一

八

、

七

四

九

万

円

一

(J悼位万同)

1000万円

況よ
人の算主

人

い
合

m

か

組

剛

ん

場

じ

却

町

焼
田盲

六市田上

6，614万円(91.5%)分担金



だ 昭和52年 3月1日一一一一(8)ー

E図置霊塞翠霊5

の道'̂' 

② 

解放
上
回
市
で
は
塩
田
解
放
会
館
、
城
南

え

お
く
ぬ
閥

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(

一
月
三
十
一
日
現
在
)

つ報広一
永
井
操
さ
ん

一

中

央

北

一

掬

高

桑

貞

子

き

ん

続

中

央

六

(

鍛

治

町

)

六

八

議

山

越

茂

重

郎

さ

ん

国

分

八

一

駒
山
五
味
和
子
き
ん

一

中

央

二

(

大

手

町

)

五

五

一
寺
島
勝
人
き
ん

一

中

央

東

(

上

川

原

)

六

八

一

沓

掛

小

ゆ

き

さ

ん

下

塩

尻

七

三

号

山

岸

緩

緒

き

ん

刊

日

跨

入

一
(
踏
入
)
七
六

n
，e 

第
三
戸
部
守
男
さ
ん

-

常

国

二

(

上

常

田

)

七

O

新
国
)
六
七

16日

解
放
会
館
が
、
部
落
の
完
全
解
放
の
た

め
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
建
設
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
解
放
会
館
も
地
域
の
関
係
機

関
と
有
機
的
な
連
携
を
保
ち
、
そ
の
先

頭
に
立
っ
て
、
地
域
の
す
べ
て
の
人
が

過
去
の
誤
っ
た
認
識
を
正
し
、
不
当
な

こ
の
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
を
、
他

人
ご
と
で
な
く
、
自
分
自
身
内
問
題
と

し
て
自
覚
し
、
真
の
民
主
主
義
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
連
帯
し
て
取
り
組

む
よ
う
活
動
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
や
や
も
す
る

山
崎
や
す
よ
さ
ん

清
水
と
め
の
さ
ん

常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)
八
七

尾

崎

六

三

郎

さ

ん

院

内

七

二

中
村
箇
伴
さ
ん常

磐
城
一
(
西
脇
)
三
九

梅

原

虎

男

さ

ん

下

塩

尻

七

九

柄
沢
国
男
き
ん緑

が
丘
一
(
新
屋
)
六
九

佐

藤

も

と

さ

ん

上

塩

尻

七

八

宮

島

仁

一

郎

さ

ん

岩

門

七

六

戸
谷
二
三
夫
さ
ん

緑
が
丘
一
(
新
屋
)
四
二

武
井
省
三
さ
ん

常
磐
城
六
(
常
磐
町
)
五
七

宮

島

愛

子

さ

ん

諏

訪

形

三

六

河

西

は

る

ゑ

さ

ん

長

島

六

七

増
沢
利
吉
さ
ん

常
磐
城
六
(
常
磐
町
)
七
二

金

井

登

金

太

さ

ん

金

井

七

六

中

沢

ふ

か

し

さ

ん

中

之

条

七

九

山

口

と
誤
っ
た
考
え
方
が
あ
る
よ
う
に
み
ら

れ
ま
す
。
正
し
い
理
解
と
認
識
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
こ
の
問
題
が
一
日
も
早

〈
解
決
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

差
別
に
気
づ
く

こ
の
ご
ろ
、
よ
く
民
主
的
と
か
基
本

的
人
権
と
か
自
由
と
か
平
等
と
か
い
う

声
を
た
び
た
び
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
と
共
に
同
和
問
題
に
つ

い
て
の
一
般
社
会
の
関
心
も
高
ま
っ
て

七
八

谷
口
し
か
さ
ん

石
井
時
治
き
ん

滝
沢
潔
き
ん

常
磐
城
四
(
生
塚
)
七
五

坂

下

親

衛

き

ん

築

地

六

一

丸
山
喜
く
さ
ん

常
磐
城
六
(
常
磐
町
)
八
六

土
屋
辰
き
ん

常
磐
城
一
(
西
脇
)
七
二

笠

原

定

治

さ

ん

神

畑

七

九

菅

沼

と

み

江

さ

ん

上

塩

尻

八

四

藤
森
大
き
ん天

神
四
(
北
天
神
町
)
六
四

荻

原

梨

恵

さ

ん

朝

日

が

丘

O

小
谷
六
郎
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)
六
二

中

村

貞

代

さ

ん

伊

勢

山

七

六

田

中

き

そ

さ

ん

上

沢

八

O

渋
沢
英
雄
さ
ん常

田
二

(
北
常
国
)
七
五

清

水

ひ

で

き

ん

諏

訪

形

八

七

下
青
木

半

過

き
た
と
は
い
え
、
何
か
事
あ
る
ご
と
に

悪
質
な
部
落
差
別
は
後
を
た
ち
ま
せ
ん

こ
の
よ
う
な
実
態
は
、
い
っ
た
い
ど
う

し
た
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治
の

解
放
令
以
来
百
年
あ
ま
り
も
た
つ
た
と

い
う
の
に
、
ど
う
し
て
い
つ
ま
で
も
そ

う
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
、
民
主
主
義

社
会
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
部
落
差
別

を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
み
な

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
じ
っ
く
り
考
、
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
の
身
辺
を
よ
く
注
意

八
八

八
一

松
崎
た
つ
の
さ
ん

西
沢
清
次
き
ん

松
井
志
南
雄
さ
ん

中
村
松
子
さ
ん大

手
二
(
大
手
町
)
六
七

岩
田
き
く
さ
ん中

央
六
(
鍛
治
町
)
八

O

竹

田

タ

マ

さ

ん

御

所

七

三

水

野

周

吾

さ

ん

神

畑

八

一

石
川
松
一
さ
ん

常
国
二
(
踏
入
)
八
四

深
井
篤
子
さ
ん

常
国
三
(
染
屋
)
五
六

大

井

だ

い

さ

ん

浦

野

八

六

吉

池

と

り

さ

ん

浦

野

七

九

中

野

シ

ゲ

さ

ん

上

室

賀

六

四

宮

崎

儀

一

郎

き

ん

小

泉

七

八

宮

崎

き

そ

さ

ん

小

泉

九

一

小

泉

ふ

み

さ

ん

小

泉

七

O

宮

崎

明

き

ん

小

泉

六

一

宮

崎

ま

す

へ

き

ん

小

泉

七

七

上
田
原

上
吉
田

神

畑

し
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
存

在
し
て
い
て
、
ど
ん
な
に
多
く
の
人
が

苦
し
み
、
な
や
み
、
こ
の
社
会
や
家
庭

を
暗
く
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
原
因
は
、
今
の
社
会
に
非
常
識
に
も

ま
ち
が
っ
た
見
方
や
差
別
が
ま
か
り
通

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

次
回
は
、
そ
の
許
す
べ
か
ら
ぎ
る
偏

見
や
差
別
の
た
め
に
、
い
た
ま
し
い
犠

牲
と
な
っ
た
一
人
の
う
ら
若
い
生
命
が

書
き
残
し
た
悲
し
い
記
録
に
つ
い
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

横
山
ふ

ι子
さ
ん

水
沢
深
繁
き
ん

樋
口
き
わ
め
さ
ん

回
村
英
雄
さ
ん

松
沢
志
け
さ
ん

宮
沢
信
一
さ
ん

宮
原
わ
か
さ
ん

保
母
ま
っ
さ
ん

成
沢
と
み
さ
ん

小
出
万
千
衛
さ
ん

中
央
北
一
(
新
田
)
七
二

庄

村

五

三

郎

さ

ん

分

去

六

八

堀
国
吉
正
さ
ん

天
神
一

町
田
安
弘
さ
ん

甲
固
ま
さ
さ
ん

横
関
ふ
く
さ
ん

上
原
直
祐
き
ん

堀
内
三
平
さ
ん

坂
口
光
雄
さ
ん

荒
井
ゑ
い
さ
ん

八九七
四一二

仁
古
田

岡岡
新

町
保

野

中

組

柳

沢
八
木
沢

下
之
郷

九七七七八八九八六
五一 00六一五四九

(
北
天
神
町
)
八

O

中

組

四

O

五

加

八

二

下

之

郷

七

五

下

郷

八

九

宮

之

上

三

七

矢

沢

七

二

森

七

二

「キ
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